
 

 

 

知多市新図書館基本計画のポイント 

 幅広い世代の健康で豊かな生活を実現していくために、新たな図書館の機能等について広く

有識者や市民から意見を集約し、「知多市新図書館基本計画」を策定しました。 
 

基本理念を、「知をもとめ 多世代つどう いこいの場」とし、次の３つの基本方針を踏まえ、図書館を整備します。 

基本方針：①ともに学び合い、知を育む図書館  ②多世代にやさしい図書館  ③くつろぎと憩いの図書館 

○ 施設の概要 

１ 配置場所 

  朝倉駅周辺整備基本構想の計画対象地区のうち、「北街区」へ配置し、現行の

中央図書館機能を新図書館へ移転予定 

２ 規模（延床面積） 

（図書館）３,０００㎡ ＋ （子育て支援施設）２５０㎡ 

３ 供用開始予定 

  令和 7 年 

４ 主な計画 

(1) サービス計画 

自動貸出機の設置台数の充実を図り、自動返却機を設置するとともに、飲食可能なラウンジを設置します。 

(2) 管理運営計画 

現行の図書館の開館時間を 2 時間延長し、9 時から 21 時の開館とします。また、児童書スペースと近接して

子育て支援施設を併設します。 

(3) 施設計画 

閉架書架割合を高め、ゆったりとしたくつろぎ空間を創出します。 

  

資料１ 

▲図書館屋内のイメージ 


